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愛媛県別子鉱山禽銅硫化鉄鉱床調査報魯（坑内精査報告）

吉　田　讐　亮＊一他鉱床部金属課一同
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0熟tLe　C腿夢ri£ero覗s　Pyrite，Deposits　of

theBesshi瓢ine，EぬimePref¢c撫re．
（Det我ile｛i　Survey　of．奮he　Un通ergro覗nd）

　　　　　　by
　　　　ZenSuke　Yoshida
　　　　　　a，nd
　　　　　　Others

The、au嵐ors　emphasize　that　the　Besshi
bedded　cupriferohs　pyrite　deposits＆re　com－

posed　of　a　group　of　b＆nded　ore　bodies　an（1

many‘lunit　bodies，，of　compact　cupriferous

pyritic　ore，whose　plunge　of　shoot　is　con－

cordant　with　line斑structure　of　the　country

rocks，　h＆v曇ng　the　pitch　angle　of　10－30

degreeS　tOWardS　eaSt』

第　1　表

緻　密

縞状・鉱∫皮．
（謡痒轟う）／．

編状鉱牌．
（雛竸片製伴う貞“

充鎭ズリ鉱「泉山鉱」

鉱（上鉱）

　＜並鉱）・

　（貧鉱）

鉱（上鉱）

　（並鉱）

　（貧鉱）

Cu 10％以■ （Cu〉

Cu・1％以下　　（S）

Cu篇以封
Cu　2％以下、／（SK）
Cu　O．5％域下／

Cu　2％以上、
Cu　2％以下1（MGR）．

　　　　iCu　O．5％以下／

Cu％

石　 灰’岩
，石墨片岩「すずり」

緑泥片岩「あ　お」

緻密緑泥片岩「あ　お」

石　灰　 質一

”珪一　　　質一

緑泥石に富む一

絹雲母粘土朕
石　 英　 脈

方解石脈

　　　皮鉱（貧鉱）に漸移　（CS）

　　　皮鉱（貧鉱）に漸移　（MG衰）

石灰質緑泥片岩等　石灰質紅簾石英片岩等　石灰質　（Ca一）

珪質石墨片岩　珪質緑泥片岩等　（si1・）

緑泥石英片岩　緑泥石墨片岩等　（ch1一）

　　　　　　　　　（sel1・clay）
　　、　　　『　　　（Q－vein）

　　　　　　　　　・（Ca－vein）　　
註　「」俗称・（）略号・Cuの％は肉眼で推定した5

曇元鉱床部員
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．本所事業副画の一部として，叉四国地下資源

線合開発委員会の要請により，昭和25年2月

及び3月，別子鉱業株式会社愛媛県別子鉱山の

鉱床精査を実施した。調査は吉田善亮・和田利

雄・・菊池徹・高島清・・小村幸二郎及び物部長進

が担当し，堀越義一・木村正・服部富雄及び石

川全夫等は整理完成を援助した。なお別子鉱山

の雨森・小田及び近藤の各技節も調査の一部を

担当した。

　別子鉱床の概査の結果にρV・ては吉田・小村

の報告書1がある。今回の調査に於ては主要坑

道の縮尺1：100鉱床図を作成し鉱石及び母岩

を第1表の如く分類し，これを基に縮尺1：600

の鉱床図を作成した。邸ち今回の調査は鉱床図

の作成を目的とした6これらの鉱床図の一部を

第2図～第3図にかxげる。

　なお，調査結果を総括すれぼ次の如くである。

（1）下部鉱体を切断する大断層は蝶番断暦であ

る（地調速報（No．109参照）。

　（2）西部の母岩は東部に比し一般に石灰質で

あ『り、西端部には石灰岩が発i達ずる。又紅簾石英

片岩類は東部にはなく，西部にのみ存在する。

　（3）緻密鉱体は東方に10。～30。の落しを有

する単位富鉱体であり，その個々の落しは母岩

の線構進と哩致する。
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（地質調査所速報：NO．1091950）
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　　（4）　この単倖富鉱体は雁行状

　に，而も逐次西方上盤側へと僅か

　に層位を変えて存在する。特に』西

　部に於ては多数φ単位富鉱体が発

　達し，これを「上鐘」・「下鐘」・「最

　下鐘」等と呼称する。

　　（5）緑泥片岩・緻密緑泥片岩

　及び縞状鉱体等が互層する際にも

　（4）の如く雁行状に存在する。

　　（6）縞状鉱叉はその中の高晶

　位の部分は，東部では下盤剣に，

　西部では上盤側にと漸移する。

　　（7）1以、L（3）～（6）　を総括づ｝

　れぼ，別子鉱床なる一一大鉱床もこ

　れを細かく調べて見ると，少しく

　層位を変えて雁行状に配列する多

　数の緻密鉱体の集含したものに趣
園

e，ならないのである。

応　　（8）単位冨鉱体が相接して存
も

も　在する時は・その集合体としての

K　全体の落しと線構邉とが一見一致
颯　しなV・事もあり得る。本鉱体の東
繭

→く　端部の採掘跡の示す落しと線構邉

園
　　　　　　　　　　　　じ　　丑好＋　とが一致しないのはその例である。

　　　　　　　　　　　　－　　血　（昭和25年2～3月）
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